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Ｉ
Ｃ
Ｔ
っ
て
何
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
・
シ
ー
・
テ
ィ
ー
）
と
は
、 

Inform
ation and C

om
m

unication 
Technology

の
略
で
、日
本
語
で
は「
情

報
通
信
技
術
」「
情
報
伝
達
技
術
」
と
訳
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
利
用
し
て

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

も
、全
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
す
。
例
え
ば
近
い
将

来
、今
ま
で
通
院
が
必
要
だ
っ
た
医
師
に

よ
る
診
察
や
薬
の
処
方
も
、家
庭
に
い
な

が
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、移

動
が
困
難
な
高
齢
者
や
中
山
間
地
域
に
住

む
人
で
も
、不
自
由
な
く
日
常
的
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、時
間
や
場
所
、

距
離
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、自
分
自
身

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
暮
ら
し

や
働
き
方
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
仕
組

み
な
の
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る
？

　

平
成
30
年
版
情
報
通
信
白
書
に
よ
る

と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
労
働
投
入
量
の
効
率
化
、

付
加
価
値
額
増
加
の
両
面
に
お
い
て
労
働

生
産
性
の
向
上
に
貢
献
し
、人
・
モ
ノ
・
組

織
・
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
を『
つ
な
げ

る
』
こ
と
で
新
た
な
価
値
創
造
を
実
現
す

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
て
、需
要
喚
起
、

生
産
性
向
上
、社
会
・
労
働
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
で
、人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
持

続
的
成
長
が
図
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
社
会
を
発
展
さ

せ
、暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

【
例
え
ば
】　

家
庭 

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
、自
動
的
に
快

適
か
つ
省
エ
ネ
に
も
配
慮
し
た
温
度
・

湿
度
に
調
節
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、

家
の
様
子
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に

工
場 

機
械
の
普
段
と
違
う
振
動
や
異
常

音
を
セ
ン
サ
ー
で
読
み
取
る
こ
と
で
、

あ
ら
か
じ
め
故
障
を
予
測
で
き
、ス

ム
ー
ズ
な
操
業
が
で
き
る
よ
う
に

農
業 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
農
業
機
械
の
自
動

走
行
や
田
ん
ぼ
の
水
管
理
、ハ
ウ
ス
温

度
・
湿
度
な
ど
の
管
理
が
遠
隔
で
可
能

に
。
作
業
が
効
率
化
し
、作
物
の
収
穫

量
や
品
質
が
向
上
す
る
よ
う
に

地
域 

翻
訳
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
、外
国
人
と

の
気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
に
な
り
、外
国
語
や
異
文
化
に
触
れ

ら
れ
る
よ
う
に

市
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る「
し
ご
と
」「
ひ
と
」「
働

き
方
」
の
取
り
組
み
を
一
体
的
に
推
進
し
、地
域
経
済
の
持

続
的
な
発
展
を
可
能
に
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
目
指
し
て
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
戦
略
推
進
課 

☎
３
６-

７
１
２
７

暮
ら
し
の
未
来
を
拓
く

Inform
ation and Communication Technology

「しまだで働く」
しごと地元企業への就職

地元への定住・Uターン

社会・まちづくりへの
参加、暮らしやすさ

潜在的な働き手
スキルの活用

「しまだで学ぶ」
ひと

「しまだで暮らす」
働き方

ICT
拠点

2

1 3
+α

「ICT 推進プロジェクト」のイメージ図
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　今後、多分野へ活用が進むと予測される ICT・IoT（モノ
のインターネット）、AI（人工知能）などによって、課題を克服・
解決できる人材が求められています。
　昨年度は市内中学校２年生を対象に「P

ペ ッ パ ー

epper プログラ
ミング体験学習」を実施。今年度は中学校に加えて、小学校
でもドローンを活用したプログラミング体験学習を実施しま
す。年末には、興味を
持った児童を対象にし
た「IT キャンプ」など、
年代やレベルに応じた
講座を展開。将来、島
田で活躍する ICT 人
材の育成を進めます。

　製造業・農業・建設・観光・介護・防災などの分野で、生産性
の向上や高品質化、人材不足などの課題解決に向けた取り
組みを進め、地域経済の持続的発展を目指します。
　特に、今年度は防災や観光分野における ICT の効果的
な利活用方法や、農業分野における生産性の向上、省力化
等を目指す実証実験を実施していきます。また「ICT 利活
用促進モデル事業」として、
市内事業者から提案のあっ
た事業を実施してもらい、そ
の成果をフィードバックする
ことで、市内産業における
ICT の利活用促進につなげ
ます。

　これからの人口減少社会では、子育てや介護などで働き
たくても働くことが難しい人や、元気なシニア層も、自身のス
キルを生かし、ライフスタイルに合わせて働くことができる
仕組み「クラウドソーシング（※）」が重要となってきます。
　昨年度は、この働き方を広く周知するセミナーや、ワー
カー育成のため記事作成の発注
体験事業などを実施しました。
今年度からは企業や行政等から
の「仕事」と「働きたい人」のマッ
チングを行っています(詳しくは、
ホームページをご覧ください）。
:asubiplanning.com

　「しごと・ひと・働き方」の３つの取り組みと、それに関
わる人をつなぐ場として、島田商工会議所内に活動拠点

「C-BASE」を開設しました。インターネット回線や Wi-Fi
環境、机・椅子などを完備したワーキングスペースとして、誰
でも無料で利用できます。
　また、ICT に関する講
座やセミナー、勉強会など
を開催しています。
問 C-BASE ☎ 39-3666
平日午前 9 時〜午後 5 時

（祝日・年末年始などは除く）
:https://s-ict.jp

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を

使
っ
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
更

新
し
た
り
ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
は
、小
学
生
の
子
ど
も

が
帰
っ
て
く
る
ま
で
の
時
間
で

仕
事
の
組
み
立
て
を
し
て
い

ま
す
が
、家
事
や
子
ど
も
の
都

合
な
ど
で
急
な
用
事
が
で
き
て

も
、仕
事
の
時
間
を
組
み
替
え

て
対
応
で
き
ま
す
。

　

以
前
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で

働
い
て
い
た
の
で
す
が
、朝
に

家
事
を
や
り
き
れ
な
か
っ
た

り
す
る
と
、夜
帰
っ
て
き
て
か

ら
の
負
担
が
増
え
、大
変
な
思

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日

決
ま
っ
た
時
間
で
働
く
難
し

さ
を
、体
感
し
ま
し
た
ね
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
お
か
げ
で
、子
育
て
と

自
分
の
や
り
た
い
仕
事
と
の

両
立
が
で
き
て
い
る
の
で
、本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

市では平成 29 年３月、市内民間事業者および市内産官学金労の団体による「島田 ICTコ
ンソーシアム」を設立しました。ICT の効果的な活用を推進し「誰もが暮らしやすいまちづ
くり」を目指して、３つの取り組み＋α（ プラスアルファ）を進めています。

今の暮らしをもっと便利・快適・安全にする ICT 利活用

クラウドワーカー 鈴
す ず き

木優
ゆう

さん

次世代の島田市を担う ICT人材育成 産業への ICT 導入・利活用の促進

時間と場所に捉われない働き方の推進 ヒトをつなぎ新たなコトを生み出す場所

自由な時間の使い方をできることが魅力です

1 2

3 +α

※インターネット上で、不特定多数の人に対して、業務内容と報酬を提
示し、仕事を発注する方法


